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スーパーコンピュータ SX-3R利用法

システム管理掛青井信一

システム管理掛 中島重雄

1 まえがき

大阪大学大型計算機センターに NECのスーパーコンビュータ SX-3モデル 14R(以下sxとい
う）が導入され 93年2月1日から利用可能となりました。この SXを利用する方法として，汎用計
算機 ACOS2020(以下 ACOSという）から利用する方法と UNIXワークステーションから利用す
る2つの方法が用意されています。ここでは，これから ACOSを経由してsxを利用しようとさ
れる初心者の方，ならびに今までワークステーションを利用して UNIXを使われていた方を対象
に， sxを利用する方法を簡単に説明します。 ACOSを経由して使われる方は第 3章「sxの利用
形態」および第4章「簡易形TSSコマンドの使用法」，第 5章「バッチジョプの使用法」を，ワー
クステーションを経由して利用される方は，第 3章の「sxの利用形態」と第5章「バッチジョプ
の使用法」をご覧下さい。

2 sxの機器構成
スーパーコンピュータ SX-3R

ユニットレコード
処理装置
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図 2.1:機器概要
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導入されたスーパーコンピュータは最大ベクトル演算性能6.4GFLOPS,主記憶装置1GB,拡

張記憶装置 2GBを備え，主な周辺装置として磁気ディスク装置 102GB,ならびに動画像をリア

ルタイムに表示させる動画像表示装置があります。

sxの点線内は，運用管理のための装置で，利用者の方は使用できません。このsxには演算
処理装置にAP(Arithmetic Processor)とCP(Control Processor)があります。 CPは主に入出

力処理制御を担当し， APがFortranコンパイラや利用者プログラムの実行を担当します。

3
 
sxの利用形態

sxを使用する利用形態として， ACOSあるいはワークステーションからsxへ直接接続して
会話型で利用できる会話型直接利用形，センターのワークステーションからsxへ直接バッチジョ
プを投入できる NQS1形， SXへは直接接続しないでACOSからsxを利用する簡易形と基本形，
の4つがあります。 UNIX利用者の方はぜひ一度この NQS形でスーパーコンピュータの能力を確

かめて下さい％

なお，このsxにはオペレーティングシステム（以後OSと記述）として AT&TUNIX System 
Vに準拠した SUPER-UX(4.3BSD機能組み込み）が採用されています。汎用機ACOSには NEC

独自の ACOS-6が搭載されています。

SX-3R 

S
U
P
E
Rー

u
x

ACOS2020 

• 簡易形
• 基本形

・NQS利用形

図 3.1:スーパーコンピュータの利用形態

3.1 会話型直接利用形

UNIX本来の利用方法で， ACOSあるいはワークステーションから直接sxへ接続し，会話型
で利用する方法です。 ACOSあるいはワークステーションを経由しますが実行するのはあくまで

もSUPE凡uxのコマンドです。 SUPER-UXが提供している全ての機能が利用できます。ただし，

1NQS(Network Queuing System) : ネットワークで結ばれた UNIXシステム間でバッチ処理を行います。

2簡易形では CPU時間，経過時間しか分かりません。メモリサイズがどれくらいなのか，ベクトル演算率がどれ位

なのかは分かりません。基本形/NQS形では timexコマンドを使用しオプションとして-p-t -Mを指定すればCPU

時間，最大使用メモリ蓋が出力されます。コマンド形式timex-p -t -M command 
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ACOS経由の場合は利用できない機能があります。

3.2 NQS形

sx上に圏けるファイル
・ソースプログラムファイル
・データファイル

図 3.2:会話型

・SUPER-UXの
コマンドの実行

センターに設置されているワークステーションからsxにバッチジョプを投入する方法3です。
UNIXのNQSを利用してバッチジョプを投入することをバッチリクエストともいいます。プログ
ラムおよびデータはワークステーションあるいはsxどちらに置かれていても構いませんが，ワー
クステーション上にある場合は， sxにコピーあるいは転送する必要があります。
ジョプの投入問い合わせ等については NQS用のコマンドを使用します。

. q s u bコマンドでの
リクエストの投入

sx上に置けるファイル ワークステーション上に醤けるファイル
・ソースプログラムファイル ・ ソースプログラムファイル
・データファイル ・データファイル

図 3.3:NQS形

3.3 基本形

ACOSからsxをバッチジョブで利用する方法です。 sx上にソースプログラムおよびデータ
ファイルを持ち，実行する一連の手順をシェ）いコマンドで作成しACOS上にファイルとして持ち，
そのファイルをバッチジョプとしてsxに投入します。シェルプログラムを作成するには UNIX
3センターには SPARC,IRIS, EWS4800が設置されていますが， NQSが利用できるのは当面 EWSのワークス
テーションだけです。
4シェルは， UNIXオペレーティングと通信できる唯一のプログラムであり，利用者とオペレーティングシステムの
核との間の連絡を行い，利用者が入力したコマンドを解析し OSに実行を依頼します。また，条件実行および制御フ
ローを有するプログラミング言語としての機能も持っています。代表的なものに Cシェル， Bシェルがあります。
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の基礎的な知識が必要となります。もちろん， ACOSとのファイル転送コマンドが用意されてい

ますので， ACOS上のソースプログラムおよびデータをsxに転送して利用することもできます。
簡易形と同じくジョプはsxに転送され，ジョプ終了時に結果は自動的に逆転送されますが，使用
しているファイルはsx上に保存されたままです。 sx上のファイルを ACOSに逆転送することも
可能です。

sx 

転送

"鴫日'"""""""""""'"""'""'"""'""""'

●●'''"""""""'"""""""'"""'"'"""'""''..' 

逆転送
'""'"""'""'"'""'"' 

sx上に醤けるファイル ACOS上に醤けるファイル

・ソースプログラムファイル ・ バッチ用JCLファイル
・データファイル ・ソースプログラムファイル

・データファイル

図 3.4:基本形

・CARDINサプシステムでの
バッチジョプの投入

UNIX利用者の方には比較的簡単にsxを利用できるものと思われますが，ファイル作成／変
更などが会話的にできないため， UNIXを使いなれた方にとっては利用しにくい形態だと思われ

ます。

なお，基本形ではACOSからバッチジョプを投入する方法のみで，会話型では利用できません。

3.4 商易形

従来からの ACOS利用者のために， ACOSのジョプ制御言語5(以後JCLと記述）およぴTSS

コマンド6の形式に合わせて作成された， ACOSから SXを利用する方法で， sxへ接続する操作
は必要はありません。

簡易形には利用者がJCLで作成したジョプをカードインサプシステムで投入する方法， SXJOB

コマンドでバッチジョプを投入する方法，およびSXRUNコマンドで利用者のプログラムの翻訳／

実行のみをsx上で会話的に行う 3つの方法があります。
ソースプログラムは必ずACOS上のファイルで，データは ACOS,SXどちらに作成されてい

ても構いません。 ACOS上の指定されたファイルがSXの作業用ファイルに自動的に転送され，処

理終了時に必要に応じて逆転送されます。 sx上にあるデータファイルを使用する場合は UNIXの
ファイル構造7を知っておく必要があります。

ただし，簡易形では翻訳／結合／実行の一連の処理でのみ利用可能で，実行だけを行うというこ

とはできません。実行だけを行いたい場合は，基本形あるいはNQS形を利用していただくことに

5計算機に利用者の仕事を実行させるための命令

6JCLと同じく計算機に利用者の仕事を実行させるための命令。 JCLと違い会話的に利用できる。
7 「スーバコンピュータ利用の手引き」（基本形編）をご党下さい。
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なります。

sx 

転送
'""''"""""'"""""""""''""''"""'''一""'

""""""'"""""""""'"'"●9 

逆転送

sx上に置けるファイル ACOS上に置けるファイル
・データファイル ・バッチ用JCLファイル

・ソースプログラムファイル

・データファイル

図 3.5:簡易形

3.5 利用できる主なソフトウェア

利用できる主なソフトウェアを次に掲げます。

oプログラム言語

・SXRUNコマンドの実行

・SXJOBコマンドの実行

・CARDINサプシステムでの
バッチジョプの投入

◇ FORTRAN77 /SX : JIS FORTRAN(X3001-1982)に準拠した言語。

◇ C/SX: ANSI C(X3Jll/9砂 13)に準拠した言語。

◇ C++: C言語をベースにした汎用プログラミング言語。

o性能向上支援ツール

◇ ANALYZER/SX: FORTRAN77ソースプログラムのベクトル化に関するチューニン

グのための静的／動的特性を解析する性能向上支援ツール。

oデバッグ支援ツール

◇ dbx : C,FORTRAN言語で記述されたプログラムをソースレベルのシンボルの名前や

行番号でデバッグできるシンボリックデバッガ。プログラムの記述言語に依存せず，機

械語レベルでのデバッグも可能。会話型でしか利用できません。

◇ sdb: C言語およびFORTRAN77/SXで作成されたプログラムを言語レベルで扱うシ

ンボリック・デバッガ。デバッグされるプログラムとソースレベルで会話することがで

きる。会話型でしか利用できません。

◇ makeコマンド：プログラム群の保守，更新および再生成を行う。

o ライプラリ

◇ 科学技術計算ライプラリ

高速性と広い適応性を特徴とするベクトル化された科学技術計算ライブラリ IMSL,

ASL/SX。
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◇ 数値計算ライプラリ

数値計算や統計計算に必要な多くの手法が集められたベクトル化された数値計算ライ

プラリ MATHLIB/SX。

◇ グラフィックライプラリ

国際標準の2次元グラフィックサブルーチンライプラリ GKS,およぴ国際標準の3次

元グラフィックサプルーチンライプラリ PRIGS。

ただし，簡易形，基本形， NQS形，会話型で使用できるソフトウェアが異なります。表3.1を

ご覧下さい。簡易形では， FORTRAN言語しか利用できませんが，基本形， NQS形では原則的

にSUPER-UXが提供する全てのソフトウェアが利用できます。ただし，端末との入出力を行う

ソフトウェアは利用できません。会話型では全てのソフトウェアが利用できますが， ACOS経由

の場合は利用できないソフトウェアがあります。

表3.1:利用できる主なソフトウェア

ソフトウェア I簡易形l基本形/NQS形l会話型 l
FORTRAN77 /SX 

゜ ゜ ゜プログラム言語 C/SX X 

゜ ゜c++ X 

゜ ゜性能向上支援ツール ANALYZER/SX 

゜ ゜ ゜dbx X X 

゜デバッグ支援ツール sdb X X 

゜make X 

゜ ゜IMSL 

゜ ゜ ゜ASL/SX 

゜ ゜ ゜ライプラリ MATHLIB/SX 

゜ ゜ ゜GKS X X 

゜PRIGS X X 

゜〇：利用可， x: 利用不可

4 簡易形TSSコマンドの使用法

SXRUNとSXJOBの2つのコマンドがあります。 SXRUNはFORTRANプログラムの翻訳／

実行だけをsx上で会話的に行うものであり， SXJOBはバッチジョプをsxへ投入するコマンド
です。どちらも ACOS上で実行するコマンドであり， sxへ接続する操作は必要ありません。

4.1 SXRUNコマンド

ACOS上にあるソースプログラム／データをsx上の一時ファイルヘ自動的に転送し，会話的
に翻訳／実行を行います。データの入出力は端末から直接入出力することもファイルから入出力す
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ることも可能です。 SX上に作成されているデータファイルは FORTRANプログラム中の OPEN

文で割り当てることができます。

SYSTEM選択レベルあるいはビルドモードで SXRUNコマンドを入力します。

SYSTEM?SXRUN'. ノースプログラムファイル：オプション

なお， SXRUNでは CPU時間 10分，メモリサイズは 40MBまでしか利用できません。次に

代表的な使い方の例を紹介します。

最初は一般的と思われる，コンパイルオプションをすべて既定値でデータをファイルから入力

している例です。

例

SYSTEM?SXRUNuW60000/FRT3:F=W60000/DATA/D01,R(05) 

INPUT DATA=l 

INPUT DATA=5 

SYSTEM? 

RESULT= 

RESULT= 

19 

10 

利用者番号 W60000直下のソースプログラムファイル

FRT3ファイル

を翻訳／実行しています。もちろん，エラーがあれば実行されません。

通常，オプション8はすべて規定値で問題ありませんが，ソースプログラムの記述形式の既定値が

SXRUNでは FREE2ですので，この例のソースプログラムは

自由形式 2

で書かれている必要があります。

実行時にはプログラムの中でデータを READ(5,・ ・ ・ で読み込んでいる場合が多いと思われますが，

入出力のデータは Fオプションで割り当てます。

F=W60000/DATA/DOI,R(05) 

ここでは，利用者番号W60000の下のカタログ9DATAの下のファイル10D01が機番05の入カデー

タとなっています。 WRITE(6,・・ ・ が使用されていれば，結果は端末に出力されます。

多くのオプションを使用する場合，いちいちオプションを指定するのはめんどうですので，コ

マンドとオプションをファイルに埋め込んで実行できます。計算結果も端末に出力するのではな

くファイルに出力することも可能です。

ファイルの先頭に＊＃に続き SXRUNコマンドとオプションを記述します。

8形式と詳細な説明はセンター発行資料「スーバーコンピュータ利用の手引き（簡易形編）」をご党下さい。

9ファイルを管理／識別するための記述子。階層構造をとることができる。
10利用者のデータが実際に格納されている。
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例

*SXRUNu/FRT4 

ファイルFRT4の内容

*#SXRUNu/FRT4:FIXEDuF=/DATA01,R(OS)uF=/DATA11,W(06) 

CuuuuuTESTuPROG. 

uuuuuuINTEGE恥DATAOS,RESULT

uuuuuuREAD(5,10)A,B 

uuu10uFORMAT(... 

uuuuuuWRITE(6,100)RESULT 

uu100uFORMAT(... 

ACOSと接続したときの利用者番号の下のファイルを利用する場合は，上の例のように利用者

番号を省略できます。

オプションが一行に書ききれない場合は最後に；を書き次行に継続することができます。

*#SXRUNu/FRT4:F=/DATA01,R(OS)uF=/DATA11,W(06); 

*#FIXEDuINLINEuMASK=(FLUNF) 

CuuuuuTESTuPROGRAM 

uuuuuuINTEGE恥INDATA,OUTDATA

uuuuuuREAD(5,10)ABC 

uuu10uFORMAT(... 

uuuuuuWRITE(6,100)RE 

センター提供のライプラリには IMSL社の数値科学計算用 IMSLライプラリ，および NECの

科学技術計算ライプラリ ASLと数値計算ライプラリ MATHLIBがあります。これらのライプラ

リを使用するには Lオプションでライプラリファイルを割り当てます。

SYSTEM?SXRUNu/FRTS:L=/LIB/ASL 

ここでは ASLライプラリを割り当てています。ライプラリの割当は必ず／から始め大文字で指定

します。指定するライプラリは表4.1をご覧下さい。

表 4.1:ライプラリファイル名

Iライプラリファイル名 I ライプラリ名竺

>>~:,;: I :::::;>;: ~:::tzl~/SX 

4.2 SXJOBコマンド

ACOS上にあるソースプログラム，データファイルから一つのパッチジョブを作成し， sxに
投入します。このとき sxに投入されたバッチジョプは UNIXで使用される NQSシェルに変換
されます。簡易形利用者の方はこの NQSシェルを特に理解する必要も，後で説明します簡易形の

JCLを作成／理解する必要もありませんので， sxへ簡単にバッチジョプが投入できます。
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結果の検索／出力はACOS側でJOUTコマンドを用います。ジョプの実行状況はJSTS,JMONI 

コマンドで確認できます。

SYSTEM選択レベルあるいはビルドモードで SXJOBコマンドを入力します。

SYSTEM?SXJOBソースプログラムファイル：オプション

次の例は， FORTRANのコンパイルオプションにすべて既定値を採用し，実行時のデータ入

カREAD(5,・・・）をファイルに割り当てている例です。

例

SYSTEM?SXJOBu/PROG/FRT1:JOBCLS=UuF=/DATA/D05,R(05) 

SNUMB#0001T 

SYSTEM? 

ACOSのTSSと接続した利用者番号の下のカタログ PROGの下のファイル FRTlに格納されて

いるプログラムを投入しています。このファイルは JCLやデータを含まないソースプログラムだ

けが格納されている必要があります。複数のファイルに分かれている場合は，空白で区切ってファ

イル名をならべます。

SXJDBu/PROG/MAI凡/PRDG/SUB1

この SXJOBコマンドにはただ一つ必須のオプションがあります。

JOBCLS=U 

オプションの JOBCLSが必須であり，ここでは Uを指定しています。このオプションはジョプ

が使用する資源の大きさによって表4.2のようにクラス分けされています。

表 4.2:ジョプクラス

ジョプ
CPU時間

プログラム 作業用

クラス サイズ ファイル容量

u 
V 

w 
会話型

次に使用している

F=/DATA/D05,R(05) 

大阪大学大型計算機センターニュース

10分 40MB 

30分 200MB 100MB 

2時間 500MB 

10分 40MB 

MB:Mega Bytes, 1バイト 1文字
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オプションはプログラム中の外部装置識別子05(READ(5,nn)・ ・・）をファイルに割り当てています。

ACOSのTSSと接続した利用者番号の下のカタログ DATAの下のファイルD05をREAD(5,nn)・・・

に割り当てています。

複数のオプションを指定するときは空白で区切ります。

ジョプが受け付けられるとシステム側からジョプに割り振られた番号 (SNUMB番号）が出力

されます。

バッチジョプのプログラムの記述形式は，既定値がFIXEDになっています。プログラムが自

由形式 2で記述されている場合は

FREE2 

オプションが必要になります。

WRITE(6,nn)・ ・ ・ の結果はプリントイメージとして ACOS側に返ってきますが，ファイルに出

力することもできます。

例

*SXJDBu/FRT2:F=/DATA/D01,R(01)uF=/D20,W(06)uFREE2uJDBCLS=W 

SNUMB#0002T 

＊ 

F=/DATA/D01,R(Ol) 

このオプションはプログラム中の外部装置識別子 01(READ(Ol,nn)・ ・.)をカタログ DATAの下

のファイル DOlから入力し，

F=/D20,W(06) 

は外部装置識別子 06(WRITE(06,nn) .. ,)のデータを利用者番号直下のファイル D20に出力して

います。

プログラムが自由形式 2で記述されていますので，

FREE2 

オプションを指定しています。

また，ジョプクラスには W を指定していますので，

JOBCLS=W 

演算時間は 2時間，プログラムの大きさは 500MBまで利用できます。 2時間以上を必要とする場

合は，ご面倒ですがプログラムを分割していただかなくてはなりません。 sxは最大ベクトル演算
性能 6.4Gflops,スカラー性能で SX-2Nの約 2.2倍ですので 2時間でかなり大きな計算ができる

と思われますが。

オプションが1行に書ききれない場合は，オプションの最後にセミコロン（；）を入力します

と継続の問い合わせが行われます。
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例

SYSTEM?SXJDBu/FRT3:F=/DATA/D01,R(01)uF=/D20,W(20)uJDBCLS=V; 

SXJOBOOl_R_CONTINUE?LIST=ALLuL=IAuSDURCEuSUMMARY 

SNUMB#0004T 

SYSTEM? 

この例では， 1行目の最後が；で終わっていますので，オプションの追加の入力促進記号が2行目

に出力され

SXJOBOOl R CONTINUE? 

入力待ちとなっています。

2行目では，まず最初に JCLイメージ，変換された NQSイメージなどすべてのレポートを出力
するオプション

LIST=ALL 

を指定しています。このイメージが不要であればオプションを省略して下さい。

次に，センターで提供しているライプラリ IMSLを使用しています。

L=IA 

もちろん，ライプラリを使用しなければこのオプションも指定する必要はありません。利用でき

るライプラリには表4.3のものがあります。 Lオプションにはライプラリコードを指定します。

表 4.3:ライプラリ

Iライプラリコード i ライプラリ名称

次に， FORTRANコンパイラのオプションでソースイメージとサマリリストを出力する

SOURCEとSUMMARY

を指定しています。

実行データがない場合のプログラムを実行するときは， RUNオプションが必要となります。

例

SYSTEM?SXJDBu/PRDG/FRT2:RUNuJDBCLS=W 

SNUMB#0005T 

SYSTEM? 
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RUNオプションが指定されなかった場合，ジョプは翻訳と結合処理のみが行われ実行は行われま

せん。ただし， Fオプションで実行時のデータが割り当てられている場合， RUNオプションが省

略されていても実行されます。

学外の利用者の方で計算結果を郵送したい場合は，

JOBID=MAIL 

を指定します。センターのプリンタに自動的に出力され，郵送されます。

例

SYSTEM?SXJOBu/PROG/FRT2:JOBCLS=凡JOBID=MAIL

SNUMB#0006T 

SYSTEM? 

計算結果をセンターの A4サイズのプリンターに出力したい場合は，

OUTUNIT=JPA4 

を指定しておきます。この他に JPB4(連続紙），CPA4(カット紙）が指定できます。

例

SYSTEM?SXJO恥 /PROG/FRT2:JOBCLS=凡OUTUNIT=JPA4

SNUMB#0007T 

SYSTEM? 

ジョプが投入されると，システム側からジョプを識別するための受付番号 (SNUMB)が出力され

ます。問い合わせ／検索などにはこの受付番号を使用しますので忘れないで下さい。

なお，ファイルを割り当てる場合，カタログポジショニング機能11は利用できません。コマン

ドは正常に終了しても作成されたバッチジョプでのファイル割当はエラーとなります。また，指

定したファイルがTSSで使用中の場合， 'ILLEGALFILE DESCRIPTION'エラーが発生しsx
へ投入できません。ご注意下さい。

5 バッチジョブの使用法

簡易形／基本形では利用者の方がJCLを作成する必要12があり， NQS形では JCLを作成する

必要はありませんが， 2,3のNQSコマンドならぴにオプションを使用する必要があります。簡易

形／基本形は ACOS上から， NQS形はワークステーション上から投入します。 JCLの詳細な説明

は「スーパーコンピュータ利用の手引き」（簡易形編），（基本形編）を， NQS形については「スー

パーコンピュータ利用の手引き」 (NQS編）をご覧下さい。

IIカタログを省略形で利用する機能。

12SXJOBコマンドでは不要です。
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5.1 バッチジョブの構成

簡易形のバッチジョプでは FORTRANプログラムを翻訳／結合し，実行する，というジョプ構

成でしか利用できません。もちろん翻訳処理のみでも可能です。基本形では，様々な利用が可能

です。簡易形／基本形のジョプは利用者宣言文である JOB文で始まり，ジョプ終了宣言文である

ENDJOB文で終わります。 JOB,NQS, ENDJOB文はジョプを構成する基本的な JCL文です。

簡易形ならびに基本形を使用する場合は必須の制御文で， 1カラム目に$,8カラム目から制御文

名を， 16カラムからそのオプションを記述します。

ジョプの先頭には利用資格のチェックおよび利用者の識別を行う $JOB文を書きます。 16カラ

ムから；に続き支払コードおよびジョブクラスを指定します。

$uuuuuuJOBu旦」uu;A,U

支払コードにはセンターに申請してある支払費目のうち，ジョプ実行に要した負担金を支払う費

目を指定します。指定できるジョプクラスについては表4.2を参照下さい。この二つのオプション

ば必須です。

続いて学外の方が計算結果を郵送する場合は MAILを指定します。

＄
 
JOB ;A,U,MAIL 

計算結果をセンターのプリンタに出力する場合，第 6オプションに出力装置を指定します。

＄
 
JOB ;A,U,,,,JPA4 

この例では A4サイズの連続紙のプリンタを指定しています。 B4サイズの連続紙の場合は JPB4,

A4サイズのカット紙の場合は CPA4となります。オプションの順序は決まっており，省略する

場合は必ずカンマ（，）を記述します。

JOB文の次には簡易形／基本形の宣言を行う $NQS文を置きます。

$uuuuuuNQSuuuuuTYPE=A6,LIST=ALL 

16カラムからのオプションが簡易形では TYPE=A6,基本形では TYPE=UXとなります。既

定値は基本形ですので，簡易形の方がこのオプションを省略すると，実行はされますが‘そのよ

うなコマンドはない’というエラーが出力されます。御注意下さい。

その次のオプションはsx用に変換されたシェルのイメージを出力するようにしています。変換さ
れたシェルのイメージが不要な場合は省略できます。

ジョプの最後には$ENDJOB文を置きます。

$uuuuuuENDJOB 
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簡易形では基本的には次のように$NQSと

$ENDJOB文の間にプログラム，データ

および簡易形用 JCLを挿入します。

r 例 ヽ

基本形では$NQSと$ENDJOB文の間に

UNIXのコマンドならびにシェルコマン

ドを記述します。利用者は UNIXの使い

方を知っている必要があります。

例r ヽ
$uuuuuuJDBuuuuu; A, U, , , , JPA4 

$uuuuuuNQSuuuuuTYPE=A6 

JCL, ソースプログラム

およびデータ

$uuuuuuENDJOB 

$uuuuuuJOBuuuuu; A, U, , , , JP A4 

$uuuuuuNQSuuuuuTYPE=UX 

シェルスクリプト

$uuuuuuENDJOB 
＼ ノ ¥,. ノ

NQS形では簡易形／基本形と少し異なり JCLを記述する必要はありませんが，シェルスクリ
プトを作成し NQS用オプションを先頭に埋め込むか，ジョプ投入時にオプションを指定する必要

があります。

例

オプション列

シェルスクリプト

ヽ

ノ

今まで例で使用した$JOB文の例は大学間ネットワークでは利用できません。大学間ネットワー

クを利用して阪大センターを利用する場合は次のように記述して下さい。

$uuuuuuJOBuuuuJflJ用者番号；支払コード＄パスワード，ジョプクラス，RMT,,,JPA4 

5.2 商易形／基本形用ジョブ

簡易形と基本形のジョプの作成と投入／結果の受取を説明します。

5.2.1 簡易形用ジョブの作成

簡易形用 JCL文には， FRT77,GO, PRMFL, FILEなどがあります。もちろん，これらは

基本形では使用できません。

$FRT77文は NQS文の次におき， FORTRAN77/SXコンパイラを呼び出し，翻訳／結合処理
を行います。

次の例はオプションを使用せず，既定値を採用して翻訳／結合を行っています。

$uuuuuuFRT77 

この場合，バッチジョプのプログラムの記述形式の既定値がFIXEDですのでプログラムは，

固定形式
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で記述されている必要があります。自由形式で書かれている場合は FREE, 自由形式2で書かれ

ている場合は FREE2オプションを指定する必要があります。

次の例はソースリストとサマリリストを出力するオプションを使用しています。オプションは

カンマ（，）で区切ります。

$uuuuuuFRT77uuuSOURCE,SUMMARY 

この FRT77文の後にソースプログラムを置きます。 $SELECTA文あるいは$PRMFL文が使

用できます。もちろん，直接プログラムを書くこともできます。

$uuuuuuSELECTAuW60000/KATA/FAIRU 

この例では利用者番号W60000の下のカタログ KATAの下のファイルFAIRUの内容がこの JCL

が挿入された位置に展開されます。

$SELECTA文の代わりに$PRMFL文を使用することもできます。

$uuuuuuPRMFLuuuS*,R,S,W60000/PROG 

1番目のオプションは，ソースプログラムを割り当てる場合は "S*"と決まっています。 2番目は

読み込みか書き込みかを指定するもので，ソースプログラムなので読み込みの "R",3番目はファ

イルの形式を指定するもので順編成の "S", 4番目には割り当てるファイルを指定します。この

例ではソースプログラムとして利用者番号W60000の下のファイル PROGを割り当てています。

$SELECTA文と$PRMFL文との大きな違いは， $SELECTA文はsxにジョプが投入されるとき
に内容が展開されるのに対し， $PRMFL文はジョプがsxで実行に入ってから内容が転送されま
す。したがってsxで実行に入ったときファイルがACOS側で使用されていれば転送エラーとな
ります。もう一つの違いは， LIST=ALLオプションを使用した時， $SELECTA文であれば変換

された NQSシェルイメージの中にソースイメージが埋め込まれ表示されます。

利用者プログラムを翻訳／結合してエラーがなければ$GO文で実行します。

$uuuuuuGD 

センターが提供しているライプラリを使用したい場合は，この$GO文のオプションにライプ

ラリオプション名を指定します。ライプラリオプション名については表5.1をご覧下さい。

$uuuuuuGDuuuuuuIMSL,ASL 

この例では， IMSLライプラリと科学技術計算ライプラリ ASLを使用することを宣言しています。

次の例は実行時にデータを必要としないジョプのイメージです。
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r 

＼ 

表5.1:ライプラリ名

Iライプラリオプション名 I ライプラリ名称

: 1:::~>;;?i~

$uuuuuuJDBuuuuu;A,W,,,,JPA4 

$uuuuuuNQSuuuuuTYPE=A6 

$uuuuuuFRT77 

$uuuuuuSELECTAuW60000/PRO/MAIN 

$uuuuuuSELECTAuW60000/PRO/SUB 

$uuuuuuGO 

$uuuuuuENDJOB 

例

ノ

実行時にデータを使用する場合は前述の$SELECTA文あるいは$PRMFL文で割り当てます。

READ(05,nn)・ ・ ・ のデータは$SELECTA文でも構いませんが05以外の機番の場合は$PRMFL文

を使用しなければなりません。

例

＄ JOB ;A,W,,,,JPA4 

＄ NQS TYPE=A6 

＄ FRT77 

＄ SELECTA W60000/PRO/MAIN 

＄ SELECTA W60000/PRO/SUB 

＄ GO 

＄ SELECTA W60000/DT/DATA1 

＄ PRMFL 10,R,S,W60000/DT/DATA10 

＄ ENDJDB 
＼ 

実行時のデータを$SELECTA文と$PRMFL文で割り当てています。利用者番号 W60000の下の

カタログ DTの下のファイル DATAlがREAD(05,nn)・・ ・ の入カデータとなり，ファイル DATAlO

がREAD(lO,nn)・・ ・ の入カデータとなります。

プログラム中で結果を WRITE(06,nn)・・ ・ 以外の機番で使用している場合，その機番をファイ

ルに割り当てることができます。

$ PRMFL 20,W,S,W60000/DATA 
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1番目のオプションは FORTRANプログラムの外部装置識別子に対応します。この例ではプログ

ラム中の機番20に対応します。

2番目のオプションはファイルの属性を指定します。書き込みデータの場合w,読み込みデータ
の場合Rを指定します。書き込みデータの時に誤って Rを指定した場合，実行はされますがデー

タは書き込まれません。

3番目のオプションはファイルの形式を指定しますが，簡易形では順編成形式しか利用できません

ので，必ず， Sとなります。

4番目のオプションは外部装置識別子に対応させるファイルを利用者番号から指定します。

この例では W60000の利用者番号の下のファイル DATAに20番の機番が割り当てられることに

なります。

ただし，転送あるいは逆転送できる 1レコードの長さに制限13があります。順編成の場合は 1

レコードの長さが32,768バイト迄しか転送／逆転送できません。制限を超えると‘レコード長エ

ラー＇が出力され実行されません。

複数の外部装置識別子を使用している場合は， それぞれに$PRMFL文が必要です。

例

$

＄

$

c

c

 

JOB 

NQS 

FRT77 

;A,W,, ,,JPA4 

TYPE=A6 

MAIN PROGRAM 

READ(5,10)A,B 

10 FORMAT( 

WRITE(6,100)HIST,DATA 

WRITE(10,200) 

WRITE(20,1000)RESULT 

1000 FORMAT( 

$

＄

$

＄

$

 

END 

GO 

PRMFL 

PRMFL 

PRMFL 

ENDJDB 

05,R,S,W60000/INDATA 

10,W,S,W60000/0UT/DATA1 

20,W,S,W60000/0UT/DATA2 

これまでのファイルの割当はバーマネントファイルに割り当てていましたが，

使用することもできます。

一時ファイルを

1393年3月1日現在の制限です。機能強化で対処予定。
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$uuuuuuFILEuuuu10,,L 

外部装置識別子 10番を順編成形式で一時ファイルに割り当てています。一時ファイルは 100MB

まで自由に利用できます。一時ファイルでは直接編成形式も可能で

$uuuuuuFILEuuuu10,,R 

3番目のオプションがRとなります。

ジョプの投入／受取方法については第 5.2.3章をご覧下さい。

5.2.2 基本形用ジョブの作成

$NQSと$ENDJOBの間にシェルプログラムを書きます。 UNIXを使われている利用者の方は

非常に簡単に作成できると思われます。シェルプログラムの部分には SUPER-UXが提供してい

るコマンドが利用できます。使用するコマンドは小文字で指定して下さい。大文字を使用される

と実行時， 'XXX:Commandnot found.'が出力されエラーになります。

一般に SUPER-UX上で FORTRAN77プログラムを実行するためには， f77sxコマンドによ

りFORTRAN77プログラムを翻訳／結合し，実行形式ファイルを作成し，その実行形式ファイル

を指定することにより，利用者プログラムの実行を行います。なお， ACOSでは利用者番号の下に

f 7 7 S Xコマンドにより、
原始プログラムファイルを
翻訳／結合し、実行形式
ファイルを作成します。

%l_1_J S X p r o g. 

"''"""""""""'●● 

原始プログラム
ファイル

オプジェクト
ファイル

実行形式
ファイル

プログラムを実行します。

% a. o u t 

実行形式
ファイル

図 5.1:SUPER-UX上での翻訳から実行までの過程

カタログあるいはファイルを作成しますが， sx14では登録番号の下にデイレクトリあるいはファ
イルを作成します。また，大文字と小文字は別とみなしますので，同じファイル名でも大文字と

小文字では別ファイルとなります。ご注意下さい。

翻訳する利用者のプログラムおよびデータはsx上に必要です。 sxを会話型で使用すればエ
デイタなどで作成できますが，ファイルがACOSにあれば簡単に転送できます。

stage玉60000/CATA/SOURCE1u/usr1/w60000a/source.fuSOURCE

stageコマンドで ACOSのファイルをsxに転送します。
第 1オプションでsxに転送する ACOSのファイルを指定します。ここでは利用者番号W60000
14UNIXのファイル構造については「スーパコンピュータ利用の手引き（基本形編）をご党下さい。
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の下のカタログ CATAの下のファイル SOURCElをsxに転送しています。
2番目のオプションとしてsx側のどのファイルに転送するかを指定します。ここでは登録番号
w60000aの下のファイル source.fに転送しています。ファイルが存在すれば上書きされ，なけれ
ば作成されます。 sxのファイルを指定する場合， 2通りの方法があります。ここでは絶対パス名
の方法で指定しています。絶対パス名の場合は必ず/usrlから始め登録番号を書きファイルの指
定となります。 FORTRANコンパイラで翻訳するときはソースファイルのサフィックスには.fが

必要です。

3番目のオプションとして転送するファイルの内容を指定します。ソースプログラムを転送すると

きは SOURCEオプションが必要です。

こうして転送したファイルを f77sxコマンドで翻訳／結合します。

f77sxu/usr1/w60000a/source.f 

この例は転送したファイルsource.fをすべて既定値15のFORTRANオプションで翻訳しています。

すべて既定値で問題はありませんが，ただ一つプログラムの記述形式に注意する必要があります。

既定値は fO

固定形式

が既定値です。自由形式1で書かれている場合は fl, 自由形式2で書かれている場合は位を指定
する必要があります。オプションはーをつけて指定します。

自由形式2で書かれているプログラムを翻訳します。

f77sxu-f2u/usr1/w60000a/src.f 

重大レベル以上のエラーが発生すればオプジェクトプログラムは作成されませんが，エラーが

なければ実行形式プログラムが

a.out 

というファイルに作成されます。これを指定すれば実行できることになります。

実行形式プログラムを a.out以外に作成したければ， oオプションを使用します。

f77sxu-f2ご ou/usr1/w60000a/progu/usr1/w60000a/src.f

ここでは実行形式プログラムを登録番号の下のファイル progに格納しています。

“詳細は「スーパーコンビュータ利用の手引き」（基本形絹）をご党下さい。
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センターで提供しているライプラリを使用する場合はライプラリのファイルを指定します。

f77sxu-f2u-ou/usr1/w60000a/progu/usr1/w60000a/src.fu/usr/lib/asl 

ここでは科学技術計算ライプラリ ASLを割り当てています。指定するライプラリファイルは表5.2

をご覧下さい。

表 5.2:ライプラリファイル名

Iライプラリファイル名 I ライプラリ名称

>s>[>~7:{ I :::::;>~;~~悶霊IL悶/SX
利用者プログラムを実行する前に，外部装置識別子とファイルを割り当てる必要があります。

システム標準ファイルは表5.3に示す外部装置識別子とそれぞれ事前に接続されています。

表 5.3:システム標準ファイル

I外部装置識別子 Iシステム標準ファイル
0
-
5
-
6
 

標準エラー出カファイル

標準入カファイル

標準出カファイル

これらの外部装置は特にファイルに割り当てる必要はありませんが，その他の外部装置識別子

を使用している場合は OPEN文でファイルを割り当てない限り，カレントディレクトリ 16の下に
fort.nが作成され割り当てられます。 nは外部装置識別子の番号です。これらの事前の接続を変
更したい場合は， setenvコマンドを用いて変更します。ただし， setenvコマンドは Cシェル用の
コマンドです。

Cシェルの場合

（
 

setenvuF_FF09u/usr1/w60000a/out09 
＼
ー
ー
ノ

この例は外部装置識別子 09をw60000aの下のファイル out09に割り当てています。

16登録番号がホームデイレクトリとなり，変更しない限りホームディレクトリがカレントディレクトリとなります。
詳細は基本形絹をご党下さい。
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